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年金の意義 
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少子高齢化が 進行する中で ， 若い世代には 高齢世代に比べて「 損 」をしているか 
のように「世代間」の 不公平を主張する 声 、 「自分たちにとっては 年金制度は頼りに 
ならない」との 声もあ るかもしれません。 

しかし、 もし、 年金制度がなかったらどうなるでしょうか。 

若い世代は、 自分たちの老後の 心配をする以双に、 仕送りなどによって 高齢 と 
なった親を支えなければなりません。 親の経済的な 心配をしながら 安心して暮らす 
ことは難しいでしょうし、 以前のような「私的扶養」の 時代に戻ることは 困難でしょう。 

それを考えれば ，年金制度は、 給付を受ける 高齢者だけではなく、 若い世代に 
とっても不可欠なものとなっているのではないでしょうか 



  
年金の役割 

現役世代の生活の 安心 

現役世代も 、 親の経済的な 心配を 
しながら生活する 必要がなくなります。 

高齢者の生活の 安心 

通院や介護 
消費   

サービス利用の 費用 

①年金は高齢者世帯の 収入の 7 割 

② 6 割の高齢者世帯が 年金収入だけ 
で 生活 

③高齢期の生活設計で 年金を頼り 
にする人は 7 割 

④国民の 4 人に「人が年金を 受給 

⑤地域経済を 支える役割 
一家計消費の 2 割が年金の地域も 

⑥ 年金 総 は 42 兆円。 封国民所得 比 12% 
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①年金 は 高齢者世帯の 収人の 7 割 
[ うち仕送り l.6 万円 (0.5 り ] 購 " 

財産所得 、 5.9%  その他 3.5% 

稼働所得 
              高齢者世帯 

の 平均所得 
304.6 万円 

( 資料 ) 平成 l4 年国民生活基礎調査 
( 厚生労働省 ) 
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私的扶養 2.3%  その他わからない 5.3% 

公的年金 
個人年金や貯蓄 29.0 イ 。 

21.7%0 

高齢期の 
生活設計 

公的年金中心土自助努力 
41.7%0 

⑤地域経済を 支える役割 
一家計消費の 2 割が年金の地域も 
( 対 県民所得北上位 7 県 ) 

② 6 割の高齢者世帯が 年金収入だけで 生活 % 

都道府県名 対 県民 村家計最終消費 
( 高齢化率 ) 所得と ヒ 支出比 

山口県 (22.9%)  Ⅰ 2.6 Ⅵ 0 20.3% 

島根県 (25.5%0)  佗 ． 6% 18.5% 

岡山県 (20.7%  )  Ⅱ． 9% 19.0% 

高知県 (24. ℡ ) Ⅱ． 8Wo 15.9% 

愛媛県 (22.0%  )  Ⅱ． 8%0 Ⅰ 8.6 Ⅵ 0 

長崎県 (21.4%  )  Ⅱ． 7% 18.1% 

和歌山県 (2l.8%  )    Ⅱ・ 5 Ⅵ 0   17.9% 
  

( 資料 ) 平成 l4 年国民生活基礎調査 
( 厚生労働省 ) 

④国民の 4 人に「人が年金を 受給   
受 
給 
者 
数 

⑥年金総額は 42 兆円。 封国民所得 比 12%       
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年金制度の体系 ～ 2 階建ての公的年金と 私的年金～ 

わが国では、 現役世代は全て 国民年金の被保険者となり、 高齢期になれば、 基礎 
年金の支給を 受けます。 

民間被用者や 公務員は、 これに加え、 厚生年金 ( 共済年金 ) に加入し、 基礎年金 
の上乗せとして 報酬比例年金を 受けることになります。 

このぼ か 、 個人や企業の 選択で、 企業年金などの 私的年金に加入することができ 

国民年金 ( 基礎年金 ) 

4 

被用者 ( サラリーマン ) 
* 国民年金の第 2 号被保険者   
Ⅰ厚生年金の 被保険者など       * 国民年金の       第 「 号 被保険者           

第 3 号被保険者 

],124 万人 2,237 万人 3,685 万人 
く 7,046 万人 レ 

米 平成 14 年度末 

            



年金制度の財政の 仕組み 

  

現役世代の支払った 保険料は、 年金制度を通じて、 その時々の高齢者の 給付に 
充てられます。 こうした仕組みを「世代間扶養」と 言います。 

このような仕組みであ るからこそ、 遠い将来の高齢期でも、 生活の基本的部分を 支 
える給付を受けることができるのです。 

[ 年金財政のイメー 引     

自営業者など   被用者 ( サラリーマン )           

                現役世代   第「 国民年金の 号 被保険者 
            

  
  

Ⅹ年金積立金の 運用       
国庫負担 

収入など保険料と 庫負担以外の 収入 国 ら                                   
あ ります                                               

世 
      

  

ィ土 
厚生年金Ⅹ               

間 

扶 

養   
          

        年金受給者 
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